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NE
WS

大学報告

　

恒
例
の
学
園
祭「
嵐
芸
祭
」

を
１１
月
２
日（
土
）、３
日（
日
）

に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

主
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
中
村
佑
介
さ

ん
の
講
演
会
・
サ
イ
ン
会
を
開

催
、多
く
の
来
場
者
に
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
し
た
。ま
た
イ

ン
デ
ィ
ー
ズ
バ
ン
ド
や
軽
音

楽
部
に
よ
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト

「
S
A
G
A
s
o
n
i
c
2

0
1
3
」も
開
催
さ
れ
、盛
り

上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。そ

の
他
、ラ
ン
ゲ
イ
動
物
園
や
、

学
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
参

加
し
た
学
生
に
よ
る
仮
装
イ

ベ
ン
ト「
サ
ガ
コ
ス
」、ダ
ン
ス

部
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
、早
食
い
競
争「
そ
ば
王
決

定
戦
」な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ
れ
以
外
に
毎
年
恒
例

の
模
擬
店
や
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
、学
生
企
画
で
盛

り
上
が
っ
た
２
日
間
で
し
た
。

ま
た
嵐
芸
祭
実
行
委
員
会
・
装

飾
部
を
中
心
と
し
た
装
飾
は
、

多
く
の
方
か
ら
直
接
う
れ
し

い
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
今
ま
で
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
卒
業
生
の
皆
様

や
近
隣
の
皆
様
、在
学
生
保

護
者
の
皆
様
、教
職
員
、学
生

の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。２９

大
学
認
証

評
価
・

短
期
大
学

第
三
者
評
価

報
告

2
0
1
3
年
度

9
月
卒
業

報
告 

嵐
芸
祭
開
催

報
告

ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
イ

開
催

　

嵐
芸
祭
期
間
中
の
11
月
3

日（
日
）13
時
か
ら
、有
響
館
２

Ｆ
の
情
報
フ
ロ
ア
に
お
い
て

恒
例
の「
嵯
峨
芸
・
嵯
峨
美

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
」を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
や
、三
好
前
学
長

を
始
め
と
し
た
退
職
教
職
員

の
皆
様
を
お
迎
え
し
、ス
イ
ー

ツ
バ
イ
キ
ン
グ
や
、職
員
に
よ

る
野
点
で
お
も
て
な
し
を
い

た
し
ま
し
た
。

　

持
山
同
窓
会
長
の
ご
挨

拶
、森
本
学
長
の
就
任
記
念

講
演
と
続
き
、鏡
割
り
の
代

わ
り
に
本
学
な
ら
で
は
の
セ

レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、い
け
ば

な
嵯
峨
御
流
の
先
生
方
の
指

導
の
も
と
に
、豪
華
な
お
花

を
参
加
者
全
員
で
完
成
さ

せ
、会
場
を
華
や
か
に
彩
り

ま
し
た
。

　

同
窓
会
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

「
来
て
来
て
、当
た
り
年
！
」で

盛
り
上
が
り
、名
残
を
お
し
み

な
が
ら
盛
会
の
う
ち
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
総
務
経
理
課
）

　
9
月
　
　
日（
水
）な
ら
び
に　

日

（
水
）の
教
授
会
に
お
い
て
、芸

術
学
部
7
名
、短
期
大
学
部

4
名
の
卒
業
を
認
定
い
た
し

ま
し
た
。

　

9
月
25
日（
水
）に
卒
業
式
を

挙
行
し
、担
当
教
員
出
席
の

も
と
森
本
学
長
か
ら
学
位
記

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

（
学
務
課
）

名
の
実
行
委
員
と
学
生
が
作

り
上
げ
た
嵐
芸
祭
を
無
事
終

え
る
こ
と
が
で
き
、嵐
芸
祭
実

行
委
員
会
一
同
、心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
嵐
芸
祭
実
行
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
小
澤
綾
菜
）

　

私
立
大
学
は
7
年
に
1

度
、外
部
機
関
に
よ
る
評
価

を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。本
学
は
前

回
平
成
18
年
度
に
適
合
の
認

証
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
が
、本
年
度
は
そ
れ
か

ら
7
年
目
と
な
り
、2
回
目

の
評
価
を
受
審
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。去
る　

月
1
日（
火
）、

2
日（
水
）に
短
期
大
学
基
準
協

会
に
よ
る
短
期
大
学
部
の
第

三
者
評
価
訪
問
調
査
、　

月

　

日（
火
）、　
日（
水
）に
日
本
高

等
教
育
評
価
機
構
に
よ
る
大

学
機
関
別
認
証
評
価
実
地
審

査
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
6
月
に

提
出
し
た
自
己
評
価
報
告
書

を
も
と
に
面
談
、学
内
視
察
、

資
料
審
査
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今
後
各
評
価
機
関
に
よ

る
評
価
が
行
わ
れ
、本
年
3

月
頃
に
評
価
結
果
が
通
知
さ

れ
ま
す
。結
果
に
つ
い
て
は
広

報
誌
、大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
公
表
い
た
し
ま
す
。

（
総
務
経
理
課
）

11

11

10

12

13

18
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京
都

広
告
賞
で

本
学
学
生
が

多
数
受
賞

【学生グランプリ】
坂本 みさき
（芸術学部デザイン学科３回生）

【新聞広告部門  佳作】
清水 紗希
（芸術学部デザイン学科３回生）

高瀬 彩加
（芸術学部デザイン学科３回生）

安田 真理愛
（芸術学部デザイン学科３回生）

【テレビCM部門  銅賞】
大塚 誠也
（芸術学部デザイン学科３回生）

松永 大我
（芸術学部デザイン学科３回生）

【インターネット広告
 バナー部門  銅賞】
鈴木 さくら
（芸術学部デザイン学科３回生）

受賞者

TOP
ICS

神
戸

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

2
0
1
3

レ
ポ
ー
ト

教員・在学生・卒業生の活躍

京
都

デ
ザ
イ
ン
賞
で

本
学
学
生
が

受
賞
、入
選

　
「
京
都
デ
ザ
イ
ン
賞
」は
、京

都
の
伝
統
と
文
化
を
守
り
な

が
ら
、新
た
な
デ
ザ
イ
ン
手
法

を
用
い
て「
新
し
い
京
都
の
デ

ザ
イ
ン
」の
創
出
を
図
る
作
品

を
募
集
す
る
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

で
、分
野
は
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ

ザ
イ
ン
、写
真
、イ
ラ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
、プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
他

多
岐
に
わ
た
り
、製
品
化
・
実

用
化
す
る
こ
と
を
前
提
と
し

た「
提
案
部
門
」と
、既
に
製

品
化
・
実
用
化
さ
れ
た
も
の

を
対
象
と
し
た「
作
品
お
よ

び
製
品
部
門
」の
2
部
門
が

あ
り
ま
す
。

　

2
0
1
3
年
度
、本
学
短

期
大
学
部
専
攻
科
デ
ザ
イ
ン

専
攻
1
回
生
の
藤
田
久
仁
香

さ
ん
の
作
品
が「
学
生
賞
」を

受
賞
。芸
術
学
部
デ
ザ
イ
ン

学
科
生
活
デ
ザ
イ
ン
領
域
3

回
生
の
河
中
冴
子
さ
ん
と
、

短
期
大
学
部
専
攻
科
デ
ザ
イ

ン
専
攻
1
回
生
の
村
中
沙
紀

さ
ん
の
作
品
が
入
選
し
、受

賞
・
入
選
作
品
は
10
月
29 

日

（
火
）か
ら　

月
4
日（
月
）ま
で

京
都
府
庁
旧
本
館
2
階
で
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

（
広
報
室
）       

各種連携事業

嵐
山
小
、

双
ヶ
丘
中
の

生
徒
達
が

図
書
館
見
学

に
来
校

　

10
月
16
日（
水
）に
京
都
市
立

嵐
山
小
学
校
の
2
年
生
2
ク
ラ

ス
67
人
が
、10
月
31
日（
木
）に

京
都
市
立
双
ヶ
丘
中
学
校
2
年

生
の
生
徒
33
名
が
、図
書
館
見

学
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。普
段

入
る
こ
と
の
で
き
な
い
大
学
の

図
書
館
に
緊
張
し
な
が
ら
も
、

小
学
生
や
中
学
生
の
皆
さ
ん

は
興
味
津
々
の
様
子
。飛
び
出

す
絵
本
や
動
植
物
の
写
真
集
、

人
物
や
イ
ラ
ス
ト
の
描
き
方
が

書
か
れ
た
技
術
書
、本
学
卒
業

後
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
作
家
の

作
品
、古
い
時
代
の
貴
重
書
な

ど
、本
学
が
所
蔵
す
る
約
13

万
冊
の
蔵
書
の
中
か
ら
芸
術

大
学
な
ら
で
は
の
珍
し
い
本
を

紹
介
し
、い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ナ
ー

を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。電
動
書
架
、漫
画
コ
ー

ナ
ー
、児
童
書
コ
ー
ナ
ー「
あ
ら

し
山
び
こ
」な
ど
は
大
人
気
。小

学
生
や
中
学
生
に
と
っ
て
普
段

入
る
こ
と
の
な
い
大
学
附
属

図
書
館
の
見
学
は
新
鮮
な
体

験
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

（
文
化
事
業
推
進
課
）

　

10
月
1
日（
火
）か
ら
12
月
１

日（
日
）ま
で
の
2
か
月
間
、本

学
芸
術
学
部
の
大
森
正
夫
教

授
が
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
を
務
め
る「
港
で
出

合
う
芸
術
祭 

神
戸
ビ
エ
ン
ナ
ー

レ
２
０
１
３
」が
神
戸
市
内
の

各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
戸
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
、今
年

で
4
回
目
を
迎
え
る
伝
統
芸

術
か
ら
現
代
ア
ー
ト
ま
で
様
々

な
芸
術
文
化
を
発
信
す
る
大

型
芸
術
祭
で
、コ
ン
ペ
ティ
シ
ョ
ン

形
式
を
活
用
し
た
多
彩
な

ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
文
化
の
展

示
や
パフ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。９
つ
の
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
部
門
の
う
ち
、現
代
陶

芸
展
に
お
い
て
短
期
大
学
部
卒

業
生
の
松
谷
文
生
さ
ん
が
神
戸

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
大
賞
を
受
賞
。コ

ミ
ッ
ク
イ
ラ
ス
ト
展
に
お
い
て
芸

術
学
部
造
形
学
科
油
画
分
野

２
回
生
の
田
岡
菜
穂
さ
ん
が

入
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
回
初
め
て
開
催
さ

れ
た「
大
学
作
品
展
」に
、芸
術

学
部
造
形
学
科
油
画
分
野
・

山
本
ゼ
ミ（
前
期
展
示　

月
1

日
〜　

月　

日
）と
、短
期
大

学
部
美
術
学
科
洋
画
領
域
・

洋
画
研
究
室（
後
期
展
示

文
化
庁
メ
デ
ィ
ア

芸
術
祭
で

卒
業
生
が
文
部

科
学
大
臣
賞

（
優
秀
賞
）受
賞

　

文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
は
、

ア
ー
ト
、エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
、ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、マ
ン
ガ

の
４
部
門
に
お
い
て
優
れ
た
作

品
を
顕
彰
す
る
メ
デ
ィ
ア
芸
術

の
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。

 　
第
17
回
と
な
る
本
年
度
、過

去
最
多
と
な
る
84
か
国
か
ら

4,
3
4
7
点
の
応
募
作
品
が

寄
せ
ら
れ
た
な
か
、エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
部
門
に
お
い
て
、芸

術
学
部
観
光
デ
ザ
イ
ン
学
科
卒

業
生（
２
０
０
９
年
卒
）の
宇
治

茶（
本
名

：奥
田
哲
史
）さ
ん
の

監
督
作
品「
燃
え
る
仏
像
人
間
」

が「
文
部
科
学
大
臣
賞（
優
秀

賞
）」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

本
作
品
は
奥
田
哲
史
さ
ん
の

デ
ビ
ュ
ー
作
で
、劇
メ
ー
シ
ョ
ン

（
切
り
絵
を
背
景
の
上
で
動
か
し

特
殊
加
工
す
る
技
法
）と
い
う
ア

ニ
メ
の
原
点
的
な
手
法
で
制
作

さ
れ
て
お
り
、圧
倒
的
な
画
力
と

そ
の
世
界
観
が
内
外
か
ら
高
く

評
価
さ
れ
、「ゆ
う
ば
り
国
際
フ
ァ

ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
映
画
祭
２
０

１
３
」へ
の
出
品
や
、5
月
か
ら

の
全
国
公
開
で
も
話
題
と
な
り

ま
し
た
。こ
の
作
品
に
は
、本
学

客
員
教
授
の
安
斎
レ
オ
先
生

も
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
担
当
と
し

て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

受
賞
作
品
展
は
2
月
5
日

（
水
）か
ら
2
月
16
日（
日
）ま
で
、

東
京
・
六
本
木
の
国
立
新
美
術

館
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

（
広
報
室
）

　

第　

回「
京
都
広
告
賞
」に

出
品
し
た
本
学
学
生
が
多
数

受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
京
都
広
告
賞
」は
、若
い
ク
リ

エー
タ
ー
の
育
成
と
ク
リ
エ
イ
ティ

ブ
能
力
の
向
上
な
ど
を
目
的
と

し
た
公
募
展
で
、一
般
と
学
生

の
区
別
な
く
選
考
さ
れ
ま
す
。

協
賛
各
社
か
ら
出
さ
れ
た
指
定

課
題
に
対
し
、オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

を
提
出
し
優
秀
作
品
を
選
出
す

る
と
い
う
も
の
で
、数
多
く
の
社

会
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
も
含
め
た
応

募
の
中
で
、見
事
受
賞
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。受
賞
者
の
中
で
も

芸
術
学
部
デ
ザ
イ
ン
学
科
3

回
生
の
坂
本
み
さ
き
さ
ん
は
、全

部
門
の
作
品
の
中
で
学
生
の
応

募
と
し
て
は
最
高
評
価
の「
学

生
グ
ラ
ン
プ
リ
」に
輝
き
ま
し
た
。

　

入
賞
者
の
作
品
は　
月　

日

（
金
）か
ら　
日（
木
）ま
で
Z
E
S
T

御
池（
御
池
地
下
街
広
場
）に
て

展
示
さ
れ
ま
し
た
。（
広
報
室
）

（C）燃える仏像人間製作委員会

10

10

29

28

　

月
2
日
〜　

月
1
日
）が
出

展
し
ま
し
た
。

（
広
報
室
）
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11

22
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京
都
嵐
山

花
灯
路

2
0
1
3

レ
ポ
ー
ト

　

12
月
14
日（
土
）か
ら
23
日

（
月
・
祝
）ま
で「
京
都
嵐
山
花

灯
路
2
0
1
3
」（
主
催

：京

都
・
花
灯
路
推
進
協
議
会
事

務
局
）が
開
催
さ
れ
、本
学
か

ら
は
学
生
サ
ー
ク
ル「
竹
造

－

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｚ
Ｏ

－

」が
制

作
し
た
巨
大
行
灯
が
中
の
島

公
園
を
幻
想
的
に
照
ら
し
ま

し
た
。ま
た
、芸
術
学
部
デ
ザ

イ
ン
学
科
の
学
生
が
企
画
し

た
三
つ
の
ナ
イ
ト
ギ
ャ
ラ

リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム（
常
寂
光
寺

「
紅
葉
夜
行
」、落
柿
舎
前「
花

芭
蕉
」、中
の
島
公
園「
花
筏
」）

が
嵐
山
の
夜
を
美
し
く
演
出
。

お
も
て
な
し
と
遊
び
心
を
兼

ね
備
え
た
、ユ
ニ
ー
ク
な
作
品

や
イ
ベ
ン
ト
が
会
場
エ
リ
ア

内
各
所
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

（
文
化
事
業
推
進
課
）

嵐
山・
元
気
の

花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

9
月
16
日（
月
）、近
畿
地
方

を
襲
っ
た
台
風
18
号
に
よ
り

嵐
山
周
辺
地
域
は
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。そ
ん
な

嵐
山
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、

地
元
の「
嵯
峨
嵐
山
お
も
て

な
し
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
協
議
会
」

が
10
月
18
日（
金
）か
ら
「
あ

り
が
と
う
、元
気
で
す
！
嵐

山
Go 

A
R
A
S
H
I
Y
A
M
A 

G
o
!
」と
題
し
た
一
連
の
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

本
学
も
復
興
イ
ベ
ン
ト
の

一
環
と
し
て
、J
R
嵯
峨
嵐

山
駅
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

「
旧
嵯
峨
御
所
大
覚
寺
門
跡
」

と「
い
け
ば
な
嵯
峨
御
流
」

の
二
者
と
と
も
に「
嵐
山
・
元

気
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

企
画
。「
華
道
」の
授
業
を
ご

担
当
い
た
だ
い
て
い
る
先
生

方
と
受
講
生
達
が
協
力
し
、

今
回
の
台
風
に
よ
り
桂
川
流

域
に
発
生
し
た
流
木
を
活
か

し
て
、J
R
嵯
峨
嵐
山
駅
構

内
に《
壮
》と
題
し
た
大
作
を

生
け
ま
し
た
。こ
の
お
花
は

10
月
下
旬
よ
り
約
１
か
月

間
、J
R
嵯
峨
野
線（
山
陰

線
）嵯
峨
嵐
山
駅
構
内
に
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

（
広
報
室
）

本
学
サ
ー
ク
ル

「
百
妖
箱
」が

妖
怪
仮
装
行
列

「一条
百
鬼
夜
行
」を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
！

　

１０
月
１９
日（
土
）の
夜
に
、京
都

市
上
京
区
の
大
将
軍
商
店
街

で
、本
学
サ
ー
ク
ル「
妖
怪
藝
術

団
体
百
妖
箱
」が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

す
る
妖
怪
仮
装
行
列「
一
条
百

鬼
夜
行
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
将
軍
商
店
街
は
、本
学
芸
術

学
部
デ
ザ
イ
ン
学
科
非
常
勤
講

師
の
河
野
隼
也
先
生
が
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
務
め
る「
一
条
妖
怪

ス
ト
リ
ー
ト
」と
し
て
知
ら
れ

る
場
所
で
、様
々
な
妖
怪
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
、打
ち
捨
て
ら
れ

た
古
道
具
が
妖
怪
に
変
化
し

大
行
列
し
た
と
い
う「
百
鬼
夜

行
」の
通
り
道
と
い
わ
れ
る
沿

道
に
は
、全
国
各
地
か
ら
集

ま
っ
た
妖
怪
作
家
が
オ
リ
ジ

ナ
ル
妖
怪
グ
ッ
ズ
を
販
売
す

る「
妖
怪
ア
ー
ト
フ
リ
マ
」も

開
催
さ
れ
、百
鬼
夜
行
の
通
り

道
を
妖
し
く
盛
り
上
げ
て
い

ま
し
た
。今
年
も
多
数
の
観
光

客
や
家
族
連
れ
、妖
怪
コ
ス
プ

レ
ー
ヤ
ー
達
が
集
ま
り
、年
々

熱
気
に
あ
ふ
れ
た
イ
ベ
ン
ト

に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。本
学

の
名
物
サ
ー
ク
ル「
百
妖
箱
」が

大
将
軍
商
店
街
の
活
性
化
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

（
広
報
室
）

　

年
に
一
度
の
大
イ
ベ
ン
ト

「
卒
業
・
修
了
制
作
展
」を
2

月
5
日（
水
）〜
9
日（
日
）に

京
都
市
美
術
館
に
て
開
催
い

た
し
ま
す
。こ
の
展
覧
会
で

は
、主
に
芸
術
学
部
4
回
生
、

大
学
院
生
、短
期
大
学
部
2

回
生
、専
攻
科
生
の
作
品
を

発
表
し
ま
す
。本
学
の
教
育

成
果
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
る
展
覧
会
と
な
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
足
を
お
運
び

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、時
期
を
合
わ
せ
て

2
月
5
日（
水
）〜
9
日（
日
）

に「
進
級
制
作
展
」を
大
学
内

で
開
催
い
た
し
ま
す
。こ
の

展
覧
会
で
は
主
に
芸
術
学
部

1
・
2
・
3
回
生
お
よ
び
短
期

大
学
部
1
回
生
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。そ
の
他
に
自
主

制
作
作
品
も
ご
覧
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
卒
業
・
修
了
制
作
展
」「
進

級
制
作
展
」共
に
若
く
瑞
々

し
い
感
性
で
溢
れ
た
作
品
を

お
見
逃
し
な
く
。

（
総
務
経
理
課
）

第
42
回「
卒
業
・

修
了
制
作
展
」

「
進
級
制
作
展
」

告
知

展覧会名：第42回「卒業・修了制作展」

会期：平成26年2月5日（水）～9日（日）

時間：9：30～17：00（入場は16：30まで）

会場：京都市美術館

交通：地下鉄東西線「東山」駅から徒歩10分

　　  市バス「京都会館美術館前」下車すぐ

展覧会名：第42回「進級制作展」

会期：平成26年2月5日（水）～9日（日）

時間：9：30～17：00

会場：京都嵯峨芸術大学 学内

　　　阪急電車「松尾大社」駅から徒歩15分（スクールバス有）

　　　京福電鉄「車折神社」駅から徒歩5分

　　　京都バス・市バス「車折神社前」下車徒歩3分

進級制作展の様子（昨年度）

卒業・修了制作展の様子（昨年度）

告知
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本
学
名
誉
教
授
・
泉
地
靖

雄
先
生
の
回
顧
展
が
、京
都

府
立
文
化
芸
術
会
館
で
１１
月

１９
日（
火
）〜　

日（
日
）に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
１
９
７
８
年
に
本
学

の
前
身
で
あ
る
嵯
峨
美
術
短

期
大
学
に
着
任
以
来
、２
０
０

４
年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
の

　

年
間
、多
く
の
学
生
の
指
導

に
尽
力
さ
れ
、本
学
の
洋
画
領

域
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。こ

の
回
顧
展
で
は
初
期
の
学
生

時
代
の
作
品
も
含
め
、代
表
作

か
ら
ス
ケ
ッ
チ
等
々
ま
で
、多
く

の
作
品
が
展
示
さ
れ
、多
く
の
方

「
泉
地
靖
雄

回
顧
展
」

（
本
学
後
援
）

に
つ
い
て

が
改
め
て
先
生
の
作
品
に
魅

了
、感
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
文
化
事
業
推
進
課
）

附属機関

大学関連行事予定
Jan.2014 ― Apr.2014

1月 6日（月）・・・・・・・ ■年始授業再開

1月18日（土）・・・・・・・ ■外国人留学生特別入学試験
　　　　　　　　　　　　　 （後期・芸術学部、短期大学部）
　　　　　　　　　　　　  ■海外帰国生・社会人特別入試
　　　　　　　　　　　　　 （後期・芸術学部、短期大学部）

1月25日（土）・・・・・・・ ■京の美意識
　　　　　　　　　　　　　  「縄文人の美意識-京都市内出土遺物の観察から-」

1月27日（月）・・・・・・・ ■学園創立記念日

2月 1日（土）・・・・・・・ ■後期授業終了

2月 5日（水）～9日（日）・・・ ■第42回制作展

2月 5日（水）・・・・・・・ ■一般入試（前期・芸術学部）

2月 6日（木）・・・・・・・ ■一般入試（前期・短期大学部）

2月12日（水）～15日（土）・・・ ■後期集中授業

2月27日（木）・・・・・・・ ■一般入試（後期・短期大学部）

　　　　　　　　　　　　　■専攻科入試（後期・短期大学部）

　　　　　　　　　　　　　■3年次編入学入試（後期・芸術学部）

　　　　　　　　　　　　　■大学院入試（後期）

3月14日（金）・・・・・・・ ■自己推薦入試（後期・短期大学部）

　　　　　　　　　　　　　■一般入試（後期・芸術学部）

　　　　　　　　　　　　　■スカラシップ入試
　　　　　　　　　　　　　　（芸術学部、短期大学部）

3月20日（木）・・・・・・・ ■卒業・修了式（於：大学講堂）、
　　　　　　　　　　　　　　祝賀パーティー（教育後援会主催）

3月25日（火）・・・・・・・ ■在学生履修ガイダンス

3月25日（火）～28日（金）・・ ■履修登録

4月 2日（水）・・・・・・・ ■入学式

4月 1日（火）～ 7日（月）・ ・ ■新入生オリエンテーション

4月 8日（火）・・・・・・・■授業開始

　

博
物
館
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー

報
告

　

附
属
博
物
館
で
は
１０
月
１

日（
火
）〜
１２
日（
土
）ま
で「
京

都
嵯
峨
芸
術
大
学
所
蔵
品

展
〜
退
職
教
員
作
品
展
Ⅱ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。ま
た
、１０

月
2２
日（
火
）〜
１１
月
９
日（
土
）

ま
で「
京
都
嵯
峨
芸
術
大
学

の
先
人
達 

第
６
回 

西 

真 

展
」を
開
催
し
ま
し
た
。今
回

で
６
回
目
と
な
る
先
人
展
で

は
、長
く
版
画
分
野
で
教
鞭

を
執
ら
れ
た
西
真
先
生
の
学

生
時
代
の
日
本
画
作
品
か

ら
、京
都
国
立
近
代
美
術
館

所
蔵
の
大
型
作
品
、屏
風
仕

立
て
の
作
品
、木
版
の
順
序

刷
、近
年
の
作
品
ま
で
２０
点

を
展
示
し
、多
く
の
方
に
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月　

日（
火
）か
ら

１
月　

日（
土
）ま
で「
京
都
嵯

峨
芸
術
大
学
収
蔵
品 

郷
土
玩

具「
土
人
形
」〜
伏
見
人
形
を

中
心
に
〜
」を
開
催
、２
０
１

２
年
度
に
寄
贈
さ
れ
た
伏
見

人
形
を
中
心
に
全
国
の
土
人

形
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

附
属
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

ア
ー
ト
ス

ペ
ー
ス
嵯
峨
で
は「
２
０
１
３
年

度
前
期
生
涯
学
習
受
講
生
作

品
展
」９
月
１２
日（
木
）〜
2２
日

（
日
）、「
C
O
M
I
C 

A
R
T 

S
E
N
S
A
T
I
O
N 

V
o
l
.
４
」　 

月
１
日（
火
）

〜
６
日（
日
）、「ド
ロ
ン・エ
リ
ア
展
」

（
イ
ス
ラ
エ
ル・ハイ
フ
ァ
在
住
の
現

代
美
術
家
）  

月　

日（
木
）〜　

日（
水
）、「
N
I
H
O
N
G
A
短
大

･
専
攻
科
合
同
日
本
画
展
」　

月

　

日（
火
）〜　

日（
月
）、「
切
実
な

絵 

C

=

C
r
e
a
t
i
o
n
」　

月

10

10

22

28

10

10

11

26

25

16
６
日（
水
）〜　

日（
月
）、「
武
田

秀
雄
展
」　

月　

日（
木
）〜　

月
１
日（
日
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　

「
C
O
M
I
C 

A
R
T 

S
E
N
S
A
T
I
O
N 

V
o
l.
4
」開
催
時
の　

月

６
日（
日
）に
は
漫
画
家
・
河
井

リ
ツ
子
客
員
教
授（
卒
業
生
、

「
と
っ
と
こ
ハ
ム
太
郎
」作
者
）

に
よ
る「
四
コ
マ
マ
ン
ガ
講
座
」

や
児
童
文
学
作
家
・
令
丈
ヒ
ロ

子
客
員
教
授（
卒
業
生
、「
若
お

か
み
は
小
学
生
」作
者
）に
よ

る「
絵
本
に
つ
な
が
る
ア
イ
デ

ア
に
つ
い
て
」を
開
催
。多
く

の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
武
田
秀
雄
展
」開
催
中
の

１１
月　

日（
火
）に
は
本
人
に

よ
る
講
演
会「
５
秒
で
描
け

る
人
体
デ
ッ
サ
ン
！
」が
開
か

れ
、多
く
の
方
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

（
文
化
事
業
推
進
課
）

11

11
11

10
12

21

26

土人形展の様子

西真展の様子

24

26
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本学関係者による展覧会・講演会情報

■本学卒業・修了生／全学部（一部除く）
 『第42回卒業・修了制作展』
 会期：2月5日（水）～9日（日）
 会場：京都市美術館

■本学在学生／全学部（一部除く）
 『第42回進級制作展』
 会期：2月5日（水）～9日（日）
 会場：京都嵯峨芸術大学

■堂東 由佳／版画
 『堂東 由佳  個展』
 会期：1月7日（火）～12日（日）
 会場：京都嵯峨芸術大学 アートスペース嵐

■長谷川 一郎／油画
 『ホルベイン スカラシップ選抜展vol.2 「2014春 -布石-」』
 会期：1月14日（火）～31日（金）
 会場：REIJINSHA GALLERY（東京）

■大沼 憲昭／日本画
 『星流の会』
京都展
 会期：1月2日（木）～7日（火）
 会場：京都髙島屋 6階美術画廊
東京展
 会期：1月29日（水）～2月4日（火）
 会場：日本橋髙島屋 6階美術画廊
大阪展
 会期：2月12日（水）～18日（火）
 会場：難波髙島屋 6階美術画廊

■入佐 美南子／油画
 『京滋二科会会員・会友展』
 会期：2月11日（火）～16日（日）
 会場：京都府立文化芸術会館１F

■小西 浩太／書道
 『第45回  日展』
 会期：2月22日（土）～3月23日（日）
 会場：大阪市立美術館

■筧 有子／洋画
 『めぐるりアート静岡』
 会期：3月5日（水）～23日（日）
 会場：静岡市立美術館 他 市内会場

■村上 文生／版画
 『村上 文生  個展』
 会期：3月13日（木）～4月5日（土）
 会場：ギャラリー プチフォルム（大阪）

［編集後記］新年明けましておめでとうございます！年明け早々から学生達は、2月に開催される嵯
峨芸最大のイベント「制作展」に向けてラストスパートの時期に入っています。今年はどんな作品
群が並ぶのか今から楽しみですね。広報室でも新年度の大学案内や「卒業・修了制作展」関連印
刷物の制作に大わらわの時期。気を引き締めてがんばってまいります！（広報室）

あらし山びこスケジュール

本学附属図書館の児童書コーナー「あらし山びこ」では、近隣の小学生や児童を対象に、季節に合
わせた絵本の読み語りイベントを開催しています。地域のみなさんと京都の文化を学び、ふれあう
時を一緒に過ごしながら、子どもたちの読書の第一歩を応援しています。

In format ion

日　時：第3土曜日（1月は除く） 13：00～
入場料：無料 参加自由
場　所：京都嵯峨芸術大学
　　　　罧原キャンパス「有響館」1階 附属図書館内

回
4

日程
3月15日（土）

プログラム
3 0 分

テーマ
めばえ

回
4

日程
2月15日（土）

時間
1 3 : 0 0 ～ 1 3 : 3 0

［ 絵本読み語り ］

［ えほんとあそぼ ］

京の美意識 スケジュール

四季をおりなす美しい景観に恵まれ、都として約1200年にわたる歴史の時を
刻んできた京都の独特の知識や美意識について、毎回、各分野の第一線で活
躍されておられる講師をお招きして、ご講演いただいています（参加料無料）。
また、ご希望の方には過去の講演録を販売しています（一冊千円）。

※14：20～有響館G401教室にて（参加無料）。
　お申込み・お問合わせは文化事業推進課まで。TEL.075 -864 -7898

縄文人の美意識
－京都市内出土遺物の観察から－

■第86回 1月25日（土）
近藤 奈央
こんどう　 なお

 〈財団法人京都市埋蔵文化財研究所〉

※大学授業や行事などにより開催日やテーマを変更する場合があります。

附属ギャラリー「アートスペース嵯峨」 スケジュール

■『絵本と原画の作品展（生涯学習受講生）』
期 間
開館時間
休 館 日

：
：
：

1月21日（火）～26日（日）
10：00～17：00
無休

■『John Hathway展Ⅰ』
期 間
開館時間
休 館 日

：
：
：

1月28日（火）～2月1日（土）
10：00～17：00
無休

■『John Hathway展Ⅱ』
期 間
開館時間
休 館 日

：
：
：

2月12日（水）～22日（土）
10：00～17：00
日曜日休館

■『2013年度生涯学習講座講師作品展』
期 間
開館時間
休 館 日

：
：
：

3月3日（月）～8日（土）
10：00～17：00
無休

■『2013年度後期生涯学習講座受講生作品展』
期 間
開館時間
休 館 日

：
：
：

3月10日（月）～16日（日）
10：00～17：00
無休

※スケジュールは変更になる場合があります。

附属博物館 スケジュール

■『郷土玩具「土人形」～伏見人形を中心に～』
期 間
開館時間
休 館 日

：
：
：

2013年11月26日（火）～2014年1月25日（土）
10：00～17：00
日曜祝日、2013年12月21日（土）～2014年1月9日（木）

※スケジュールは変更になる場合があります。


